
                   
 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

■□ 志木市青少年育成市民会議について □■ 

青少年育成市民会議は、青少年問題について広く市民の総意を結集し、次代を担う「青少年」の 
健全な育成を市民ぐるみで推進することを目的として活動しています。 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                                                                                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 秋のキャンペーン 

 

 

と き：令和４年１２月４日（日） 

ところ：旧村山快哉堂周辺（市民まつり会場） 

参加者：３３名 

 

今年度の市民まつりは、会場を市民会館からいろは

親水公園へ移し開催しました。 

お昼の賑わいの中、来場者に非行・薬物乱用防止を 

呼び掛けながら、様々な年齢層の来場者に、啓発物資

（ウェットティッシュなど）を配布し、幅広い啓発活動

を行いました。 

○ 夏のキャンペーン 

 

 

非行・薬物乱用防止キャンペーン 

と き：令和４年７月２４日（日） 

ところ：志木駅東口交番前周辺 

参加者：３２名 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じなが

ら、３年ぶりに敷島神社祭典が復活しました。 

お御輿の休憩所としていた志木駅東口交番前を拠点

として、啓発物資（ティッシュなど）を青少年などに

配布し、犯罪に巻き込まれないように注意喚起を図り

ました。 

【青少年育成市民会議加盟団体、個人会員の方々】 

【夏のキャンペーン啓発物資配布の様子】 

志木市青少年育成市民会議だより 

青少年の健全育成のための広報紙 

令和５年３月発行 

令和４年度の活動報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

青少年非行・薬物乱用防止講演会 

講演内容について 

と き ： 令和５年２月９日（木）午前１０時～午前１１時３０分 

ところ ： 志木市民会館１階 １０３南北 

参加者 ： ３９名 

講 師 ： さいたま少年鑑別所 

首席専門官 立川 晃司 氏 

演 題 ： 「最近の非行少年の特徴と対応」 ～少年鑑別所の立場から～ 

      

少年鑑別所は、昭和２４年の少年法の施行により 

発足し、平成２７年施行の少年鑑別法に基づき業務 

を行っています。 

入所した青少年が更生するための方針を策定し、 

生活態度に対しての助言・指導や学習機会の提供等 

も行っており、相談・面談を行う際には様々な話題 

を通して，少年の気持ちや、考え方の特徴を探り、 

一人ひとりに応じた面接の仕方を工夫し、平日は、 

電話相談も随時行っているとのことです。 

子どもが何か問題を起こしてしまったとき、なぜ 

やってしまったのかを考え寄り添い、その子に合ったケアを行っています。 

講師の立川氏はグラフや、図表を使って分かりやすく、講演してくださいました。 

今回の講演で得た知識を一人でも多くの方に伝え、今後の教育についての考え方を見直し、 

青少年を見守っていきたいと思います。 
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【志木市青少年非行・薬物乱用防止講演会の様子】 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
――たくさんのご意見ありがとうございました―― 

志木市青少年育成市民会議では皆様の貴重なご意見をこれからの活動に活かしてまいります。 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

 講演会アンケート 

 

 

〇 感想・意見など（抜粋） 

非行の現状と傾向 
・スマホの普及に伴い、低年齢化によるＳＮＳなどを使用した少年非行 
が増えていることを知りました。 

 

家族や周囲との関係 
・思春期の非行は、家族や周りが介入すればある程度はおさまるとのことで、成人の犯罪を減ら
すにも、この時期が重要なのだと思いました。 

・本人だけでなく、周りの環境（親、友達など）も非行に走る大きな原因になるということが 

理解できました。 

・もう一人の自分を置く（客観的に自分を見る）と冷静になれるということが分かりました。 

・思春期の非行や犯罪は家庭の問題が出ている部分があり、親子でカウンセリングを受けら 

れるサービスを備えている旨等、未然対策もなされている点は興味深かったです。 

・子どもの成長は親からの影響が強く、多くの子どもが犠牲になっていることを知りました。 

 

鑑別所について 
・大人の犯罪者の中で少年鑑別所の入所経験は意外と少なく、３０％弱だということが分かりま
した。 

・少年鑑別所で行われている事（カウンセリング等）を通し、子どもの更生をしている様子がよ

く伝わりました。 

・少年鑑別所に入る子どもの傾向、そして対策として、地域社会における二次的サービスの存在、 
「非行防止相談室・ひいらぎ」の存在を伝えていきたいと感じました。 

・少年鑑別所で４週間過ごした後、処遇が決まるというのを初めて知りました。 

少年犯罪の前も後も、家族全体で改善していく必要があることを知り、普段の生活のあり方、 
日常を無事に過ごせることの大切さを子どもにも伝えたいと思いました。 

総会・研修会 

○ 総会 

 新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面開催とさせていただきました。 
 また、研修会についても中止とさせていただきました。 
 
過半数以上の会員から表決書が提出されたことにより、総会は成立しました。 

 
【議事】 ・令和３年度事業報告 

・令和３年度収入支出決算 
・令和４年度事業計画（案） 
・令和４年度収入支出予算（案） 
・役員の一部改選について 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

問い合わせ 

編集・発行／志木市青少年育成市民会議 

（事務局：志木市教育委員会生涯学習課） 

所在地 〒353-8501 志木市中宗岡1-1-1 

電話 048-473-1183 FAX 048-474-4462 

Email／syogai@city.shiki.lg.jp 

埼玉県の青少年に関する協調月間 

７月 「青少年の非行・被害防止特別強調月間」 

１１月 「子ども・若者育成支援強調月間」 

志木市青少年育成市民会議は、多くの加盟団体の協力を得て、 
非行防止・薬物乱用防止等の青少年の健全育成に力を注いでいます。 
加盟を希望される方は以下の問い合わせまでご連絡ください。 
加盟団体または個人でも！ ぜひ、一緒に活動しませんか？ 
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志木市非行・薬物乱用防止キャンペーン 

志木市青少年育成市民会議理事会で作成したイラストを使用したウェットティッシュと、

志木第二中学校の生徒が手掛けたイラスト付きの啓発物資ポケットティッシュ・マスクを 

配布し、啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

【理事会作成デザイン】 【志木第二中学校生徒作成デザイン】 

青少年育成功労賞表彰 

令和４年１１月２７日（日）、志木市青少年育成市民会議副会長の山口美智江さんが、青少

年の健全育成のために多年にわたり、非行防止などの啓発活動に携わり貢献いただいたとし

て、青少年育成埼玉県民会議会長（埼玉県知事）より、青少年育成功労賞を受賞されました。 


